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１

　

緒

　　

ノ

　

言

　　　　　　

、

近年液膜分離， イオン電極， さらには生体膜の機能に至るまで様々な角度から化学において膜へ

の関心が高まっている‐ 分析化学では， 膜は膜電極のような分析手段として使われているほか， 分

析化学の重要な分野である分離化学の手法としての膜利用も発達してきた‐ 最近では分離だけでな

く， 膜による検知， 膜内反応などを含んだ膜科学の研究が盛んに行われている１）‐
ｎ膜″の分離化学

への応用としては， 前処理法としての利用， 抽出透過法としての利用， 分析機器の要素としての利

用がある． 前処理法の利用の中にある漉過材としてのメンブランフィルターは， 溶液や気体の中の

固形分を捕集したり除去する目的で広く用いられており， 分析化学の必需品となっている‐

　

このメンブランフィルターのもつ， 水中の成分を捕集する能力および有機溶媒へ容易に溶解する

性質を利用した， 水中の微量成分の濃縮・定量法が提案され発展してきている２）． 筆者らもリンモリ

ブデートとローダミン６Ｇとのイオン対をメンブランフィ ルターに捕集したのち， イオン対のみ，

あるいはメンブランフィルターごと適当な有機溶媒に溶解し， ローダミン６Ｇの蛍光を測定する蛍

光光度法で微量リンを定量する方法を報告した３）． ローダミン６Ｇのようなトリフェニルメタン系

の陽イオン染料は， それ自体のモル吸光係数の値が大きいため， これを利用すると目的イオンを感

度よく定量でき， またメンプランフィルターを用いると， 溶媒抽出法に比べ操作が簡便かつ迅速で

あるという特徴がある・

　

一方， パラジウムとチオシアン酸イオンとで生成する陰イオン錯体は， 同様に各種のトリフェニ

ルメタン系陽イオン染料とイオン対をつくる． これらのイオン対はメンブランフィ ルターに捕集さ

れ，吸光光度法によって０‐００５～０‐３または０‐５ｐ．ｐ‐ｍ の範囲のパラジウムを定量できることが明ら

かになっている４）’５）．

　

本研究では， パラジウムチオシアン酸錯体とトリフェニルメタン系陽イオン染料のうち， ブリリ

アントグリーン （ＢＧ） 及びクリスタルバイオレット （ＣＶ） とのイオン対生成反応ならびに， メン

ブランフィルターへの捕集条件について実験を行った．またＢＧ，ＣＶとハロゲン化パラジウム錯体

のイオン対についても同様の実験を行ったところ， ヨウ化パラジウム錯体とのイオン対が定量的に

メンブランフィルターに捕集されたので， この結果についても記し， これらを利用する微量パラジ

ウムの定量法について報告する．

２

　

実

　　　

験

２ー１

　

試薬及び装置

　

パラジウム標準液：１０ｏｏｐ‐ｐ．ｍ．原子吸光分析用パラジウム標準液（和光純薬Ｋ‐Ｋ製）を１ｏｍ１と

り， 水で全量をｌｏｏｍ１とし， ｍｏｐ‐ｐｍ．として貯蔵溶液とする‐ これを適宜希釈して用いた．

　

０．１２５Ｍ チオシアン酸カリウム溶液：特級チオシアン酸カリウム（ＫＳＣＮ）（和光純薬Ｋ‐Ｋ製）を

６‐ｏ７４ｇとり， 水で全量を５ｏｏｍ１とする．

　

５‐０×１０－４Ｍ ＢＧ 溶液：特級ＢＧ（Ｃ２７Ｈ３４Ｎ２０４Ｓ）（和光純薬Ｋ．Ｋ製）を０‐１２３ｇとり，水で全量を

２５０ｍ１とする． この溶液の濃度は１‐ｏ×１０‐３Ｍ で， これを２倍に希釈して用いた．

　

５‐ｏｘｌｏ－４Ｍ ＣＶ 溶液：特級ＣＶ（Ｃ２６Ｈ３０ＣＩＮ３）（Ｍｅｒｃｋ製）をｏ‐１０２ｇとり， 水で全量を２５０ｍ１

とする． この溶液の濃度は１‐ｏ×１０－３Ｍ で， これを２倍に希釈して用いた．

（３４）
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酢酸－酢酸ナトリウム緩衝溶液：特級酢酸ナトリウム・３水和物 （ＣＨ３ＣＯＯＮａ・３Ｈ２０）（和光純

薬Ｋ‐Ｋ製）を６‐８０４ｇとり， 水で全量を５００ｍ１とする． この溶液の濃度は０‐ＩＭ で， これと０‐ＩＭ

酢酸を１：４の比で混合し，ＰＨを４‐０に調整する．また，これと０‐ＩＭ 酢酸を１：１６の比で混合し，

ｐＨ を３‐５に調整する‐

　

０‐１２５Ｍ

　

ヨウ化カリウム溶液：特級ヨウ化カリウム （ＫＩ） （和光純薬 Ｋ‐Ｋ 製） を１０‐３７６ｇとり，

水で全量を５００ｍ１とする‐

有機溶媒：２－メトキシエタノール（以下 ＭＣと略記）， アセトン（ＡＣ）， Ｎ－Ｎ－ジメチルホル

ムアミド（ＤＭＦ）， ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）， アセトニトリル（ＡＮ） の特級をそのまま使

用した‐

その他は特級試薬を用いた‐

　

イオン対捕集のために使用したメンブランフィルターは次の通りである‐

　　　

Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅｎｉｔｒａｔｅ

　　　　　

ＣＮ

　　

（東洋流紙 Ｋ．Ｋ 製）

　　　

Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅｍｉｘｔｕｒｅ

　　　　　

ＣＭ

　　

（日本ミリポア製）

　　　

Ｐｏｌｙｔｅｔｒａｆｌｕｏｒｏｅｔｈｙｌｅｎｅ

　　

ＰＴＦＥ （東洋油紙Ｋ．Ｋ製）

　　　

Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅａｃｅｔａｔｅ

　　　　　

ＣＡ

　　

（富士フィ ルムミクロフィ ルター製）

　　　

Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｅｄｃｅｌｌｕｌｏｓｅ

　　　

ＲＣ

　　

（富士フィ ルムミクロフィ ルター製）

　　　

Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ

　　　　　　　

ＰＣ

　　

（野村マイクロ・サイエンス Ｋ‐Ｋ 製）

　　　

ＰＯ１ｙｅｔｈｅｒｓｕｌｆｏｎ

　　　　　　

ＰＥＳＦ

　

（東洋漉紙 Ｋ‐Ｋ 製）

　　　

Ｇ１ａｓｓｆｉｂｅｒ

　　　　　　　　

ＧＦ

　　

（Ｗｈａｔｍａｎ製）

吸収曲線の作成及び吸光度の測定には， 島津ダブルビーム分光光度計及び日立１３９型ト光光度計

を用いた‐ またｐＨ は， 日立－堀場

　

ｐＨ メーター

　

Ｍ‐１３を用いて測定した．

２ー２

　

基 本 操 作

５０ｍｌビーカーに２‐０”ｇまでのパラジウムイオンＰｄ（１１）をとり， ０‐１２５ Ｍ の ＫＳＣＮ または 紅

を添加し， 水を加えて約１３ｍ１とする‐ 緩衝溶液を加えてｐＨを３‐５あるいは４‐０に調整し，５‐０×

１０－４Ｍ の ＢＧまたはＣＶ溶液を加え全量を２０ｍ１とする‐２０℃で１０分間放置しイオン対を生成さ

せる‐ ＰＴＦＥを用いてイオン対を捕集し， 水で洗浄する． メンブランフィルターごとイオン対を試

験管に入れ１ｏｍｌの有機溶媒でイオン対のみを溶解して， 極大吸収波長での吸光度を測定する．

３

　

結果及び考察

３－１

　

吸 収 曲 線

パラジウムチオシアン酸錯体とＢＧおよびＣＶとで生成したイオン対の吸収曲線を作成した結

果，ＢＧとのイオン対では６３１１口ｎ，ＣＶ とのイオン対では５９４１ｍｎに極大吸収が認められた‐同様に

塩化パラジウム錯体， 臭化パラジウム錯体

　

ヨウ化パラジウム錯体の３種類のハロゲン化パラジウ

ム錯体と ＢＧ とで生成したイオン対についても検討した． このうちヨウ化パラジウム一ＢＧイオン

対の感度が最もよく， この極大吸収波長も６３１１１ｍ であった．

３ー２

　

イオン対溶解のための溶媒

先に陽イオン染料として ＭＧを用いた場合，メンブランフィルターとしてＣＮを用い，諸条件を

（３５）
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検討した４）
．ここでも ＣＮ を用いてパラジウムチオシアン酸錯体とＢＧとのイオン対を捕集し，ＭＣ，

ＤＭＦ， ＡＣ， ＡＮ， ＤＭＳＯの５種類の溶媒でイオン対をメンブランフィルターごと溶解し， その吸

光度を測定した結果が図・１である． イオン対は，ＤＭＦに溶解すると約３時間で褐色するが， その

他の溶媒を用いたときには褐色は認められなかった． 一方， パラジウムチオシアン酸錯体とＣＶと

のイオン対の場合は， どの溶媒中でも槌色するものはなかった． ５種類の溶媒のうちブランクの吸

光度はやや大きいが，パラジウム濃度と吸光度の間にＢｅｅｒの法則が成立し，ＢＧとＣＶの両方で用

いることができるという点で，ＭＣ，ＡＣ，ＡＮの３種類の溶媒が使用可能であることが明らかになっ

た．この中で使用し易さを考えて，ＭＣを溶媒として用いることにした．また，ヨウ化パラジウム錯

体に関しても以上の結果を参考にし， ＭＣをイオン対の溶解溶媒として用いることにした‐

□

　

Ｂ－ａｎｋ

図 Ｐｄ：１．０“ｇ

園

　

Ｐｄ：２．５”ｇ

６３１ ｎｍ

　　

６３３ｎｍ

　　

６２８ｎｍ

　　

６２４ｎｍ

　　

６３６ｎｍ

　　　　　

Ｆｉｇ．Ｉ

　

ＫｉｎｄｏｆＳｏｌｖｅｎｔｓ

ＭＦ：ＣＮ

　

１ｏｎｐａｉｒ ＢＧ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ），
２ｒ］

３ー３

　

メンブランフィルターの種類と溶解性

表・１は， パラジウムチオシアン酸錯体のイオン対を ＣＮ， ＣＭ， ＣＡ， ＰＴＦＥ， ＲＣ， ＰＣ， ＰＥＳＦ，

ＧＦの８種類のメンブランフィルターを用いて捕集し，ＭＣ，ＡＣ，ＡＮの３種類の溶媒を用いて，そ

の溶解性を検討したものである．ＣＮ，ＣＭ は， メンブランフィルター，イオン対ともどの溶媒にも

完全に溶解する．ＣＡ，ＰＴＦＥはメンブランフィルターは不溶であるが，イオン対は完全に溶解する．

ただしＣＡ製メンブランフィルターはＡＣにはイオン対とともにわずかに溶ける． ＲＣ，ＰＣは， ど

の溶媒を用いてもメンブランフィルターは不溶で， イオン対は完全に溶解した．ＰＴＳＦは， どの溶

媒を用いてもメンブランフィルターが粉砕されるだけで，イオン対は完全には溶解しなかった‐ＧＦ

は，各溶媒ともメンブランフィルターとイオン対がゲル状になり，吸光度の測定は不可能であった．

　

図・２に ＣＮ， ＣＭ， ＣＡ， ＰＴＦＥ， ＲＣ， ＰＣ の６種のメンブランフィ ルターを用いてパラジウムチ

オシアン酸－ＢＧイオン対を捕集し， ＭＣで溶解したときの吸光度の値を示す．

　

ＣＮ， ＣＭ， ＣＡの３種のメンブランフィルターを用いたときは， イオン対の吸光度値はいずれも

大きな差は認められないが， ブランクの吸光度がどれも大きい．ＰＴＦＥを使用すると， 他のメンブ

ランフィルターの場合よりイオン対の吸光度が大きく， ブランクの吸光度は小さいことが明らかに

なった．ＣＶとのイオン対についても同様な結果を得た．これらのことからブランクの値が小さくイ

（３６）
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吸光度が大きいＰＴＦＥがＣＮを用いるよりもよいという結果が得られたので，以後捕集に

を使用することにした．ＲＣ，ＰＣは， イオン対の吸光度が低く，イオン対が完全に捕集さ
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ＡＣ
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Ｆｉｇ．３

　

ＥｆｆｅｃｔｏｆＳｏｌｖｅｎｔｓ

ｌ。ｎｐａｉｒ ＢＧ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ），
２‐］

れていないと考えられる‐

　

前述の結果を考慮して使用可能と考えられるＣＮ， ＣＭ， ＣＡ， ＰＴＦＥ の４種類のメンブランフィ

ルターを用いて，ヨウ化パラジウム錯体とＢＧとのイオン対を捕集し，ＭＣでイオン対を溶解し，最

も適するメンブランフィルターを求めるために検討した． これらの４種類のメンブランフィルター

は，いずれもパラジウムチオシアン酸－ＢＧイオン対の場合と似たような傾向を示しており，この場

合もブランクの吸光度が最も小さく，イオン対の吸光度が大きいＰＴＦＥを使用することが適当と判

断された‐

　

図・３は， パラジウムチオシアン酸錯体について， メンブランフィ ルターをＣＮからＰＴＦＥに変

更したので， 溶媒について再検討したものである．ＢＧ，
′ＣＶのイオン対に関してＣＮの場合と同様

に， ブランクの吸光度が低く，Ｂｅｅｒの法則が成立し，使用しやすいという点から，引き続き ＭＣを

溶媒として使用することにした．

３－４

　

孔径の影響

　

パラジウムチオシアン酸－ＢＧイオン対について，ＰＴＦＥの孔径の影響を検討した結果を図・４に

示す．孔径が０‐５～５‐０”ｍまでの範囲で検討したが，孔径が１‐０〆ｍ以下では吸光度が大きくなる．

これはイオン対を生成していないＢＧまでもメンブランフィルター上に捕集されてしまうためと考

えられる‐ 孔径が１‐０～５‐０”ｍの間では一定の吸光度が得られるので， 以後孔径３‐０〆ｍのものを

使用することにした．ヨウ化パラジウム錯体についても同様に，孔径３‐０”ｍのものを使用すること

にした．

３－５

　

ｐＨ の 影 響

　

パラジウムチオシアン酸錯体と ＭＧのイオン対の生成のためには，ＰＨ４‐０が最適条件であった

ので４）， ＢＧ 及びＣＶ についてもｐＨ４‐０でイオン対を生成させた．

　

ヨウ化パラジウム錯体について， ＰＨ２．５～５‐０までの範囲でイオン対生成に及ぼすｐＨの影響を

検討した結果が図・５であり，ＰＨ３‐０～４‐０の範囲で吸光度が一定最大となり，ＰＨが４‐０を越える

（３８）
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とブランクの吸光度が大きくなる‐ 実験はｐＨ３‐５で行うことにした．

３－６

　

ＫＳＣＮ及びＫＩの濃度の影響

ＫＳＣＮに関しては，ＭＧを用いたときの検討結果から４｝，０．１２５Ｍ ＫＳＣＮ 溶液を４‐ｏｍｌ添加する

のが適当とした． ＫＩについては， （０‐６２５～３‐７５）×１０－２Ｍまでの範囲についてその影響を検討し

た．図・６に示すように，（２‐５０～３‐７５）×１０－２ Ｍ の範囲で吸光度がほぼ一定となるので，３‐１３×１０－２

（３９）
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ＥｆｆｅｃｔｏｆＣｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｏｆＢＧ

　

１ｏｎＰａｉｒ ＢＧ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ），
２‐］

Ｍ つまり０‐１２５ Ｍ ＫＩ溶液を５‐ｏｍｌ加えることにした．

３‐７ 陽イオン染料の影響

パラジウムチオシアン酸錯体のイオン対について，ＢＧ が（０‐１２５～７‐５）×１０－５ Ｍ までの範囲でそ

の影響を検討した．図・７のように，（２‐５～５．０）×１０‐５Ｍ の範囲では一定の吸光度となるが，５‐０×

１ＯＪ Ｍ 以上では， ブランクの吸光度が大きくなるので，５‐０×１０‐５ Ｍ すなわち，５‐０×１０‐４Ｍ ＢＧ

（４０）
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４１

溶液を２‐ｏｍｌ加えることにした．

ＣＶ に関しても同様に（０‐１２５～５‐０）×１０－５ Ｍ までの範囲でその影響を検討した．（１‐２５～５‐０）×

１０‐５ Ｍ の範囲では吸光度は一定となるが，５‐０×１０‐５Ｍ 以上になるとブランクの吸光度値が大き

くなり， イオン対の吸光度値が小さくなる． したがって２‐５×１０‐５ Ｍ すなわち，５‐０×１０４ Ｍ ＣＶ

溶液を１‐ｏｍｌ加えることにした．

　

ヨウ化パラジウム錯体についても， ＢＧ が（０‐１２５～７‐５）×１０－５ Ｍまでの範囲でその影響を検討し

たところ，２‐５０×１０４ Ｍ以上ではほぼ一定の吸光度となるので，５‐０×１０‐４Ｍ ＢＧ溶液を２‐ｏｍｌ加

えて５‐ＯＸＩＯ－５ Ｍ とした．

３－８ 洗浄水量の影響

過剰の染料を取り除くための洗浄に使用する水の量について検討した結果， パラジウムチオシア

ン酸錯体のイオン対については，１ｏｍｌの水で３回，全量で３０ｍｌの水で洗浄するのが適当であった．

　

ヨウ化パラジウム錯体の場合，１ｏｍｌの水で３回，全量で３０ｍｌの水で洗浄していたが，吸光度に

ばらつきが見られ， 染料が十分に取り除かれていないことがわかった． 検討の結果，１５０ｍｌの水で

洗浄すると， ブランクの吸光度が小さくなるが， イオン対の吸光度はそれほど変化せずばらつきが

なくなることがわかった‐ これは後に示すように， イオン対の生成定数が他のイオン対の生成定数

と比較してやや大きいため， 多量の水で洗浄してもイオン対が壊れず余分な染料を十分除去できる

ものと考えられる‐したがってイオン対捕集後の洗浄には全量として１５０ｍｌの水を用いることにし

た．

３－９

　

染料の種類

　

ヨウ化パラジウム錯体についてＢＧの他に ＭＧとＣＶとのイオン対生成について検討してみた‐
条件はＢＧで検討したものをそのまま用いた．ＭＧとのイオン対は１５０ｍｌの水で洗浄すると，吸光

度が極度に小さくなってしまうので，イオン対が壊れてしまっていると考えられる．よって ＭＧの

み３０ｍｌの水で洗浄することにした‐ これらの結果を図・８に示すが， ＭＧ， ＣＶともイオン対が生
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成されることがわかった． 用いた条件ではＢＧを用いるときの感度が最もよい．
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‐

３－１０

　

標 準 操 作

以上の結果から決定された標準操作の諸条件をまとめたものが表・２である．

　

［ＢＧ十］［Ｐｄ（ＳＣＮ房‐］及び［ＣＶ＋』［Ｐｄ（ＳＣＮ）′－］はＰｄ２十（０‐１１７～１‐８８）×１０－６ Ｍ（０‐０１～０‐２ｐ‐

ｐ‐ｍ．）の範囲で， それぞれ吸光度Ａ＝２．１×１０５［Ｐｄ２十］， Ａ＝２‐２×１０５［Ｐｄ２十］という直線関係が成り

立つ． また［ＢＧ十］２［Ｐｄ１４
２‐］は Ｐｄ２十（０‐１１７～２‐３５）×１『６ Ｍ（０‐０工～０．２５ｐ．ｐ．ｍ．）の範囲でＡ＝１‐７×

１０５［Ｐｄ２十］という関係が成り立つ． ＢＧのモル吸光係数（８‐１×１０４）及びＣＶのモル吸光係数（９‐９×

１０４）とイオン対のモル吸光係数から計算した，パラジウム錯体と染料の組成比はいずれも１：２であ

ることがわかった．

　

また， ［ＣＶ十］２［Ｐｄ１４
２－］ のモル吸光係数は１‐２３×１０５１・ｍｏｌ‐１・ｃｍ－１

， ［ＭＧ十］２［Ｐｄ１４
２－］ のモル

吸光係数は１‐１９×１０５１・ｍｏｌ‐１・ｃｍ－１となった．

　

［ＢＧ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮＬ２‐］を用いるとき， Ｐｄ２＋１‐０”ｇ／１ｏｍｌについて吸光度の標準偏差は０．０２９，
変動係数は１４‐６％， Ｐｄ２＋２‐０〆ｇ／１ｏｍｌについての標準偏差は０‐０３３， 変動係数は７‐９％であった．

なお， 測定回数は１１回と１０回である．

　

［ＣＶ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ）４
２‐］ を利用するときは， Ｐｄｚ十ＬＯ”ｇ／１ｏｍｌについて吸光度の標準偏差は

０‐０３９， 変動係数は１６．９％， Ｐｄ２＋２‐０”ｇ／１ｏｍｌについての標準偏差は０‐０３３， 変動係数は７‐０％で

あった． なお， 測定回数は７回と６回である．

　

［ＢＧ十］２［Ｐｄ１４
２‐］に関してはＰｄ２十１‐０”ｇ／１ｏｍｌじこついて吸光度の標準偏差は０．０１７， 変動係数は

１０‐９％， Ｐｄ２＋２‐０”ｇ／１ｏｍｌｏこついての標準偏差は０‐０３２， 変動係数は１１‐０％であった． なお， 測定

回数は１３回と１４回である．

　

３種のイオン対とも測定精度はあまりよい結果が得られなかったが， これはブランクの吸光度に

ばらつきがあるためである．

Ｔａｂーｅ２
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５．ｏｘｌｏ一Ｍ

　

ＣＶ１ｍ－

　　

５．０×１０一Ｍ

　

ＢＧ２ｍＩ

ＶｏｌｕｍｅｏｆＷａｓｈｉｎ９Ｗａｔｓｒ／ｍ１

　　　　　　　　　　　　　

３０

　　　　　　　　　　　　　　

３０

　　　　　　　　　　　　　

１５０

ＤｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎＲａｎｇｅｏｆｐｄ（１１）／ｐ．ｐ．ｍ．

　　

０‐００５～０．２

　　　　　　　

０．００５～０‐２

　　　　　　　

０‐００５～０‐２５

　

８

　

ハ．ｍｏｒｌ．ｃｍ‐１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．１×１０５

　　　　　　　　　

２．２×－ｏＳ

　　　　　　　　　

Ｉ．７ｘｌｏｓ

　

Ｋ／ー２．ｍｏｒ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐４ｘｌｏ１２

　　　　　　　　　

３．８×１０’２

　　　　　　　　　

８‐２ｘｌｏ１３

３一１１ イオン対の生成定数

２０℃におけるイオン対の生成定数を改良Ｈｏｌｍｅ＆ Ｌａｎｇｍｙｈｒ法６｝によってそれぞれ求めた結

果，［ＢＧ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ）４
２‐］では３‐５×１０１２１２・ｍｏｌ‐２，［ＣＶ十］２［Ｐｄ（ＳＣＮ）４

２－］では３‐０×１０１２１２・ｍｏｌ－２

となった． また２５℃における ［ＢＧ十］２［Ｐｄ１４
２‐］ では８－２×１０１３１２・ｍｏｌ－２となった．

（４２）



陽イオン染料を用いるパラジウムのメンブランフィルターへの捕集とその定量

　

以上の結果から， Ｐｄ（１１） の定量法の条件， 感度， そして改良Ｈｏｌｍｅ＆Ｌａｎｇｎｏｙ加 法によって

求めた各イオン対の生成定数をまとめると，表・２のようになる．モル吸光係数で感度を比較すると，

いずれもほぼ２×１０５１・ｍｏｌ‐１・ｃｍ－１となり， あまり変わらない． また， パラジウム錯体と染料の組

成比はいずれも１：２であることがわかった．

生成定数は， チオシアン酸錯体とＢＧ， ＣＶのイオン対は１０１２オーダーの値が得られた‐

　

［ＢＧ十］２［Ｐｄｌ． ］ では生成定数が約２０倍大きく， より安定であると言える．

４

　

結

　　　

語

　

パラジウムチオシアン酸錯体並びにヨウ化パラジウム錯体とトリフェニルメタン系陽イオン染料

であるＢＧ または ＣＶ とのイオン対は ＰＴＦＥ などのメンブランフィ ルターに捕集される．このイオ

ン対を ＭＣで溶解後， 吸光光度法で（０‐００５～０‐２）ｐ．ｐ‐ｍ‐のパラジウムを定量できることが明らか

になった‐イオン対を溶解する溶媒が１ｏｍ１と少量ですむことから濃縮効果があり，本法は簡便かつ

迅速なパラジウムの定量法である‐

参考文献

１） 井川：ぶんせき，１２，９８５～９９１（１９８９）

２） 田口， 糸岡， 後藤：分析化学，３３，４５３～４５４（１９８４）

３） Ｍ．Ｋａｎ，Ｔ‐ＮａｓｕａｎｄＭ．Ｔａｇａ： ＆ロａｌｙｔｉｃａＩＳｃｉｅｎｃｅｓ，６，８７～９１（１９９１）

４） 那須， 金野：第５１回分析化学討論会講演要旨集，ｐ４７３～４７４（１９９０） 佐賀

５） 那須， 小松：第５２回分析化学討論会講演要旨集，ｐ３１５～３１６（１９９１）帯広

６）Ｊ‐Ｃ‐ＪｉｍｅｎｅＳａｎｃｈｅｚ，Ｊ．Ａ‐Ｍｕｎｏｚ Ｌｅ｝～ａ ａｎｄ Ｍ．Ｒｏｍａｎ Ｃｅｂａ：Ａ１ｎａｌｙｔｉｃａ Ｃｈｉｍｉｃａ Ａｃｔａ，９０，２２３～２３１

　

（１９７７）

４３

（４３）


